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	沖小だより
	「話しあう」ことは、自由に生きるための学び　
	　先日、４年の国語の授業をのぞきました。議題は「運
	動会に向けて、学級旗のデザインを考えよう」。机をコの
	字に並べ、司会者や書記などの役割を子どもたちが分担
	しながら、話しあいが進んでいました。
	　印象的な掲示がありました。「対立」を解決するには、
	「けんか」ではなく「話しあい」。話しあいとは、「伝え
	る、考える、受けとめる、聞く」こと。そう書かれてい
	ました。
	　黒板には、「虹の色を変える」「青とみどりの間に水色」
	「雲を消したい」「沖小のキャラクターを入れたい」な
	ど、たくさんの意見が並んでいました。意見がぶつかる
	場面もありますが、その意見の違いも大切にしながら、
	みんなが納得できる旗のデザインを目指して合意を形づ
	くっていきます。
	　先日、門真市教委主催の研修で、熊本大学の苫野一徳
	さんは、教育の本質は「自由」と「自由の相互承認」の
	実現にあると語られました。自分の人生を自分で選び、

	決めて生きられること。同時に、他の人も同じように自
	由な存在だと認め合えること。その両方を育てるのが学
	校の役割です。そして、争いを終わらせるのは「力」か「対話」しかない。だからこそ、対話を通して合意をつくる経験を、子どものころから積むことが大切だとおっしゃっていました。
	　ルソーの『エミール』の一節も紹介されました。「あれしなさい、これしなさい、あれするな、これするな」とばかり言われて育った子どもは、「息をしなさい」と言われなければ呼吸さえしなくなるだろう、と。そして、教育の基本は「信頼して、任せて、待って、支える」ことだと。
	　４年の子どもたちの姿は、まさにその実践だと感じました。ルールを自分たちで決め、役割を分担し、意見の違いを話しあいで乗り越えて、みんなで一つのものをつくり上げていく。先生は、その過程を信頼して見守り、必要なときに支えておられました。
	　けんかではなく、話しあいで。子どもたちがつくる小さな「自由の相互承認」の場が、教室の中で今日も育っています。



	「おひるねゴロゴロタイム」を行いました　
	　フリースペースとAL教室のカーテンを閉
	だりしない」「周りの人のリラックスタイム


	子ども主体のクラブ活動

